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日中異文化理解教育の試み
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初版（2006） 第2版'(2008) 第3版(2010) 第4版(2012) 第5版(2014) 異文化紀行(2016)
1 中国のシンボル 国家のシンボル 国家のシンボル 国家のシンボル 国家のシンボル 国家のシンボル
2 風土と地理 風土と地理 風土と地理 風土と地理 風土と地理 風土と地理
3 中国交通事情 多民族国家 多民族国家 多民族国家 多民族国家 多民族国家
4 中国の教育 中国の足 中国の足 中国の足 中国の足 中国の足
5 冠婚葬祭 教育制度と学生生活 教育制度と学生生活 教育制度と学生生活 教育制度と学生生活 教育制度と学生生活
6 縁起 色のイメージ 色のイメージ 色のイメージ 色のイメージ 色のイメージ














9 中国語と数 北京でオリンピック 北京オリンピックと上海万博 北京オリンピックと上海万博 北京オリンピックと上海万博 オリンピックと万国博覧会
10 京劇 京劇 京劇 京劇 京劇 京劇
11 消え行く古きよき北京消え行く古きよき北京消え行く古きよき街並み消え行く古きよき街並み消え行く古きよき街並み 消え行く古きよき街並み
12 北京のたべもの 伝統の味とファストフード 伝統の味とファストフード 伝統の味とファストフード 伝統の味とファストフード 伝統の味とファストフード
13 北京トイレ事情 北京トイレ事情 北京トイレ事情 北京トイレ事情 中国トイレ事情 中国トイレ事情
【『異文化との出会い（中国）』各版の章立て】
 
【来日中国人留学生数の変化】５）
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３．３　日本国内での日中異文化交流
　ここで、特に注目すべきは私たち日本人の日
中異文化の出会い、中国語や中国人との出会い、
そして交流の場の多くが、年を追うごとに日本
国内にシフトしてきていることである。筆者が
平成７年３）、平成15年に行った調査4）ではいず
れも中国語を使用する場として「旅行先の中国」
がまず一番に想定されていた。しかしここ数年、
本学の「異文化との出会い」の初回オリエンテー
ションで提出される感想票や、中国語履修学生
の初回アンケートでは、ほとんどの学生が履修
の動機や目的を、日本国内で具体的に中国人や
中国語と接する場面をあげている。記載例を少
し紹介すると「アルバイト先に中国人がいるの
で仲良くなりたい」、「バイト先のドラッグスト
アに中国人のお客さんが来て、中国語で答えた
ら通じて嬉しかった」、「中国人小学生のチュー
ターをしているからもっと中国を知りたい」、
「中国人に英語で道を聞かれたけど、中国語で
答えたい」とか、「中国人留学生と日本語で話
してしまうが、中国語で話したい」、「駅の表示
や放送の中国語が分かるとかっこいい」などで
あり、かつては多くみられた「親の勧め」で中
国語を学ぶ学生はほとんど見られない状況に様
変わりしている。
４．異文化教育の方向性と課題
　これまで記してきたように、平成16年度に筆
者が「異文化との出会い（中国）」の開講以来
授業にあたっては、異なる国の文化の紹介、つ
まり中国文化の紹介にとどまることなく学生が
日本と中国の両国文化に向き合い、両者に通じ
るものと差異とに気づき、両国文化への関心と
理解を深め、友好的関係を構築するよう導くこ
とを常に心がけてきた。
　実は「異文化との出会い（中国）」開講当時、
現在と比べ本学の中国人留学生は多かったが、
この授業を履修する留学生はいなかった。その
理由はおそらく「自国である中国のことは知っ
ているから」だったのだろうと推測する。とこ
ろが、本学中国人留学生は以前より少なくなっ
たにもかかわらず、ここ数年は毎年数名の留学
生が履修してくれている。彼女たちの履修の
きっかけは、最初は「たまたま時間割が合った
から」だったようだが、受講を始めると思いの
ほか熱心に参加している。そして、皆自分の出
身地以外の広い中国の風土と地理や、領土とい
うものに対する理解も、漢民族のほかの55民族
についても、初めて知ることが多くてびっくり
したと記している。またオリンピックや万博に
ついても開催地の決定から、歴代のエンブレム
やスローガン、トーチやロゴ、さらに競技種目
の訳語など「初めて知った」とコメントを書い
てくれた。また筆者撮影の写真資料について、
例えば遊びに関しては「懐かしくて涙がでた」
とか、日本人学生が「何これ？」という食べ物
に関しても「マジやばい。先生の写真が美味し
そうで、すごく食べたくなった」などのコメン
トが寄せられたことがある。また、偶然にもた
またま私が紹介した北京の街並みが、北京出身
の学生の実家近くであった時には、驚きととも
に「嬉しく思った」と記さていた。
　毎回の授業では、まず初めに前回の授業で提
出された感想票に書かれた質問に答え、合わせ
ていくつかのコメントや意見を紹介している。
その際に、留学生からのコメントは大いに役に
立っている。教育制度についての思い出として、
自分の小中学校のころを振り返り「ずっと勉強
ばかりさせられていた」、「中国は日本より本当
に宿題が多かった」と述懐されていた。「中国
は本当に宿題が多かった」、「小学校にも寄宿し
て勉強している生徒がいる」のコメントを紹介
した時は、日本人学生はわが身を振り返り比べ
て「中国では小学生からみんなそんなに勉強し
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ているのか」と少し反省もし、大学受験の過酷
さには「日本に生まれてよかった」などの感想
が聞かれ、日本人学生にとっても留学生にとっ
てもお互いの生の声が授業に活気とプラス効果
をもたらしたと思う。
　これまでの授業を通じ、今後の異文化理解教
育の方向性について思いをはせる時、日本人に
とって「日本と異なると感じる中国の文化」、
中国人にとって「中国と異なると感じる日本の
文化」の事例を互いに伝え合うことが相互の深
い理解のために不可欠だと痛感する。授業では
学生に対し日本と異なる「中国文化」を紹介す
るだけでは知識としての理解にとどまってしま
う。授業で異文化として紹介される文化を自文
化として持つ中国人、日本文化を異文化として
理解する中国人が互いの文化のぶつかり合いと
受容を知る場が大切だ。中国人が不思議だと
思っている経験が、日本人は全く疑問に感じな
いことがあることを知っておくだけでも相互の
理解は深まるだろう。一例をあげると、ある留
学生に「日本人と話していて、一番困ることは
何ですか？」と尋ねたことがある。その答えは、
日本の友人を何かに誘って「行けたら行く」と
返事をされることが多くて困る、であった。当
該学生にしてみたら「行けたら行く」では質問
の答えになっていない。なぜなら「行けたら行
く」は当たり前で、「行けたら行かない」は文
としてあり得ない。結局のところ、行くのか行
かないのか理解できないという。さらに周囲の
日本人同士は「行けたら行くね」、「オッケー、
分かった」と互いに通じているので、自分は寂
しくなるという。日本人は「行けたら行く」は
言外に「たぶん行かれない」という意味だとわ
かるが、外国語として日本語を考えると決して
問いの答えにはなり得ない。
５．結び
　平成27年度の出身国別来日留学生数を見ると、
第１位の中国は10年前と依然変わらないが、中
国に次ぐ第２位はベトナム38,882名である。10
年前の平成17年にはベトナムからの来日留学生
数は中国、韓国、台湾、マレーシアに次ぐ第５
位、その数わずか1,745人であるから、この10
年間で22倍以上に激増していることがわかる。
この勢いが今後も続くかどうか気になるところ
である。今後10年間に来日留学生の出身国や地
域、そして留学生の数も変化していくことだろ
う。現在留学生数第１位の中国もあるいは他の
国や地域に取って代わられるかもしれないし、
第２位を大きく引き離していくかもしれない。
しかし、いずれの場合でも異文化理解の教育に
は「日本人の当然」は外国人には「不思議」な
文化の可能性が十分ある。同時に「日本人にとっ
て不思議」なことが他の国や地域では「当然」
な文化の可能性があることを前提に、互いを見
せ合い、出し合い、聞き合い、話し合う、良好
な関係の構築が重要であることは間違いないで
あろう。
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【注】
１）平成27年度の新カリキュラムからは『中国
文化紀行』として開講している。
２）感想票の実例
３）保坂律子1997
４）保坂律子2003
５）外国人留学生在籍状況調査結果（平成16年
度以降は独立行政法人日本学生支援機構実
施、平成15年度以前は文部科学省実施）に
基づきグラフを作成。
６）平成27度外国人留学生在籍状況調査結果（独
立行政法人日本学生支援機構実施）　に基
づきグラフを作成。
